
北海道八雲町 藤谷 周平 移住・定住促進

【年 齢】
27歳

【出身地】
北海道 札幌市

【転出元】
東京都 板橋区

【前 職】
人材会社の営業職

【活動時期】
R3.12～

新型コロナウイルスの流行もあり、自分の生き方や働き方
を見つめ直したことがきっかけです。色々考える中で、自
分が大切にしたい価値観が「人との繋がり」「自然が近く
にあること」だと気づいたこと、自分で事業を興したいと
いう思いもあったので、出身地である北海道で協力隊とし
て活動したいと思い、応募しました。主にSMOUTを活用
して、求人を探している中で、八雲町の業務内容がまさに、
自分が求めている価値観や環境であると感じ、八雲町を選
びました。

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
https://lit.link/89mo

現在、担当している業務を卒業後も継続できるよう、本格
的な事業化を目指して、協力隊の任期中にできる限りの
チャレンジをしたいと思っています。具体的には、収支バ
ランスの取れた事業計画を立てて、事業運営ができるよう
になること、困ったときにお互い助け合えるような人との
繋がりを作ること、少しでも多くの方に八雲町を起点に、
道南、北海道の魅力を知ってもらえるように、情報発信を
継続することに取り組んでいきたいと思っています。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●廃校活用施設の運営
元小学校をリノベーションしたキャンプ＆ワーケー
ション施設「ペコレラ学舎」の運営を担当していま
す。キャンプ場・校舎内の施設整備、イベントなど
の企画運営の他、今年度はワーケーション事業に注
力して取り組んでいます。
https://pekolela.com/

●ワーケーション事業の推進

●道南広域観光事業の運営
道南の観光事業を底上げするために組織された団体
「Discover Southern Hokkaido」の事務局を担当し
ています。道南各地域でのモニターツアーの開催や
観光事業者向けの勉強会などの開催、道南サミット
という道南を様々な分野で盛り上げていこうという
団体への参画など多様な業務を行っています。

八雲町で観光事業を行うNPOと連携し、ワーケー
ション事業の推進に取り組んでいます。令和４年度
に６回のモニターツアーを行い、提供するコンテン
ツの企画・調整、参加者の受け入れ、受け入れ後の
改善を実施しながら、令和５年度以降の本格的な商
品化やパッケージ化を目指しています。
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